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(57)【要約】
　少なくとも２層のハイブリッド形状保持不織布構造１
００について記載する。第１機能層１０１は少なくとも
一方向の伸長を可能にする伸縮特性を備える伸長性不織
布シートを含み、第２機能層１０２は、形状保持性材料
を含む。第１機能層と第２機能層は互いに関連付けられ
ている。
【選択図】図１および２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２層のハイブリッド形状保持不織布構造であって、
　少なくとも第１機能層と第２機能層とを含み、
　前記第１機能層は、少なくとも一方向の伸長を可能にする伸長特性を備える伸長性不織
布シートを含み、
　前記第２機能層は、形状保持性材料を含み、
　前記第１機能層と前記第２機能層とは互いに関連付けられていることを特徴とする、ハ
イブリッド形状保持不織布構造。
【請求項２】
　前記伸長性不織布シートは、前記第１機能層に加えられる伸縮力が前記第１機能層を少
なくとも一方向に伸長させるように、特定の向きまたはパターンの合成熱可塑性繊維を含
むことを特徴とする、請求項１に記載のハイブリッド形状保持不織布構造。
【請求項３】
　前記第１機能層に加えられる伸縮力が、前記第１機能層を少なくとも一方向に伸長させ
るように、第１機能層は切断、開口または切り込みを含むことを特徴とする、請求項１ま
たは２に記載のハイブリッド形状保持不織布構造。
【請求項４】
　前記形状保持素材は、合成または天然のエラストマーまたはポリマー、あるいはいくつ
かのポリマーの組み合わせを含むことを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載
のハイブリッド形状保持不織布構造。
【請求項５】
　前記第１機能層は、少なくとも１０％、少なくとも２５％、少なくとも５０％、少なく
とも１００％、少なくとも１５０％、少なくとも２００％、または少なくとも２００％以
上だけ伸長することができることを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載のハ
イブリッド形状保持不織布構造。
【請求項６】
　少なくとも一方向の伸長を可能にする伸長特性を備える伸長性不織布シートを含む第３
機能層をさらに含み、第２機能層が第１機能層と第３機能層の間に位置することを特徴と
する、請求項１～５のいずれか１項に記載のハイブリッド形状保持不織布構造。
【請求項７】
　前記伸長性不織布シートは紡織繊維をさらに含む、請求項１～６のいずれか１項に記載
のハイブリッド形状保持不織布構造。
【請求項８】
　少なくとも２層のハイブリッド形状保持不織布構造の製造方法であって、
　少なくとも一方向の伸長を可能にする伸長特性を備える伸長性不織布シートを含む第１
機能層を提供することと、
　第１機能層の少なくとも一部分と、形成保持素材を有する第２機能層とを関連付けるこ
とと、を含む方法。
【請求項９】
　前記関連付けが前記第１機能層の上に弾性エラストマーを埋め込むことを含むことを特
徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記伸長性不織布シートは、前記第１機能層に加えられる伸縮力が、前記第１機能層を
少なくとも一方向に伸長させるように、特定の向きまたはパターンの合成熱可塑性を含む
ことを特徴とする、請求項８または９に記載の方法。
【請求項１１】
　第１機能層に加えられる伸縮力が、前記第１機能層を少なくとも一方向に伸長させるよ
うに前記第１機能層は、切断、開口または溝を含むことを特徴とする、請求項８または９
に記載の記方法。
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【請求項１２】
　形状保持性材料は、合成または天然のエラストマーまたはポリマー、あるいはいくつか
のポリマーの組み合わせことを特徴とする、請求項８～１１のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１３】
　前記第１機能層が、少なくとも１０％、少なくとも２５％、少なくとも５０％、少なく
とも１００％、少なくとも１５０％、少なくとも２００％、または少なくとも２００％以
上にまで伸長することができることを特徴とする、請求項８～１２のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項１４】
　少なくとも一方向の伸長を可能にする伸長特性を備える伸長性不織布シートを含む第３
機能層をさらに含み、第２機能層が第１機能層と第３機能層の間に位置することを特徴と
する、請求項８～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　伸長性不織布シートが紡織繊維をさらに含むことを特徴とする、請求項８～１４のいず
れか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　熱可塑性不織布素材は、乳児のおむつやパンツ、女性用生理用品、および尿漏れ製品な
どパーソナルケア製品のための衛生分野を含む、多くの産業で広く使用されている。熱可
塑性不織布シートの１つの欠点として、比較的伸縮性に劣ることがある。より具体的には
弾性に劣る。これはおむつ、保護下着、関連部分を含む広い用途において欠点である。
【背景技術】
【０００２】
　高い伸縮特性は、体への製品の密着性を改善し、従って製品の外見、感触、性能を改善
する。伸縮性熱可塑性繊維を含む、高い伸縮性および高い形状保持（回復特性）性の不織
布フィルムの形成が望ましいが、達成するのは難しい。
【０００３】
　タミケア（ＴａｍｉＣａｒｅ）社によって開発され所有されるこの素材および技術は（
例えば、米国特許第６，９８７，２１０号、米国特許第７，３５４，４２４号明細書およ
び米国特許第７，７６７，１３３号明細書と米国特許出願公開第２００８／０２９２７８
８号明細書）、柔らかく布地のような形状保持不織布構造を形成した。しかし、高効率産
業のために熱可塑性素材から形成されている代替の不織布シートは、異なる品質と低コス
トが必要とされることが極めて望ましい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　少なくとも第１機能層と第２機能層を含む少なくとも２層のハイブリッド形状保持不織
布構造が形成される。第１機能層は少なくとも一方向の伸長を可能にする伸長特性を備え
る伸長性不織布シートを含む。第２機能層は、形状保持素材を含む。第１機能層と第２機
能層とは互いに関連付けられている。
【０００５】
　ハイブリッド形状保持不織布構造の一様態では、第１機能層に加えられる伸縮力が、第
１機能層を少なくとも一方向に伸長させるように、伸長性不織布シートは、特定の向きま
たはパターンに合成熱可塑性繊維を含む。
【０００６】
　ハイブリッド形状保持不織布構造の別の様態では、第１機能層に加えられる伸縮力が、
第１機能層を少なくとも一方向に伸長させるように、第１機能層は切断、開口または切り
込みを含む。
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【０００７】
　ハイブリッド形状保持不織布構造別の様態では、形状保持素材は、合成または天然のエ
ラストマーまたはポリマー、あるいはいくつかのポリマーの組み合わせを含む。
【０００８】
　ハイブリッド形状保持不織布構造の別の様態では、第１機能層は、少なくとも１０％、
少なくとも２５％、少なくとも５０％、少なくとも１００％、少なくとも１５０％、少な
くとも２００％、または少なくとも２００％以上だけ伸長することができる。
【０００９】
　ハイブリッド形状保持不織布構造の別の様態では、少なくとも一方向の伸長を可能にす
る伸長特性を備える伸長性不織布シートを含む第３機能層が含まれ、第２機能層が第１機
能層と第３機能層の間に位置する。
【００１０】
　ハイブリッド形状保持不織布構造のさらに別の様態では、伸長性不織布シートはさらに
紡織繊維を含む。
【００１１】
　ハイブリッド形状保持不織布構造の製造方法が開示される。該方法は少なくとも一方向
の伸長を可能にする伸長特性を備える伸長性不織布シートを含む第１機能層を提供するこ
とと、第１機能層の少なくとも一部分と形状保持素材を含む第２機能層とを関連付けるこ
ととを含む。
【００１２】
　該方法の一様態では、該関連付けは第１機能層の上に弾性エラストマーを埋め込むこと
を含む。
【００１３】
　該方法の別の様態では、第１機能層に加えられる伸縮力が、第１機能層を少なくとも一
方向に伸長させるように、伸長性不織布シートは、特定の向きまたはパターンの合成熱可
塑性を含む。
【００１４】
　該方法の別の様態では、第１機能層に加えられる伸縮力が、第１機能層を少なくとも一
方向に伸長させるように、第１機能層は切断、開口または溝を含む。
【００１５】
　該方法の別の様態では、形状保持性材料は、合成または天然のエラストマーまたはポリ
マー、あるいはいくつかのポリマーの組み合わせを含む。
【００１６】
　該方法の別の様態では、第１機能層は、少なくとも１０％、少なくとも２５％、少なく
とも５０％、少なくとも１００％、少なくとも１５０％、少なくとも２００％、または少
なくとも２００％以上だけ伸長することができる。
【００１７】
　該方法の別の様態では、特性を備える少なくとも一方向の伸長を可能にする伸長特性を
備える伸長性不織布シートを含む第３機能層が含まれ、第２機能層が第１機能層と第３機
能層の間に位置する。
【００１８】
　該方法のさらに別の様態では、伸長性不織布シートは紡織繊維をさらに含む。
【００１９】
　これらおよび他の実施形態および態様について以下に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】静止位置における本願の少なくとも２層の不織布構造を示す図である。
【図２】伸長位置における図１に示した不織布構造を示す図である。
【図３】静止状態において繊維が正弦波の幾何学的なパターンに方向づけられている少な
くとも二層の不織布構造の模式図である。
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【図４】全方向において伸ばされ、伸長された位置における、図３に示されている不織布
構造の模式図である。
【図５】静止位置における少なくとも二層の不織布構造の別の実施形態を示す図である。
【図６】伸長位置における図５に示した不織布構造を示す図である。
【図７】配置方向に沿って二つの接続点を有する略平行方向に配置された２本の繊維を示
す拡大図である。
【図８】緩和位置における切断を有した不織布構造を示す模式図である。
【図９】伸長位置における図８の不織布構造を示す模式図である。
【発明の詳細な説明】
【００２１】
　図１を参照すると、多目的で弾性的なハイブリッド不織布シートまたは構造を形成する
ために、ハイブリッド形状保持不織布構造または本願のシート１００は、様々な方法で組
み合わされた少なくとも２つの機能層１０１，１０２を含む。シート１００は、少なくと
も一方向に、通常は、変換装置の横方向もしくは縦方向、または横と縦両方向に、または
いくつかの望ましい方向に伸長可能である。
【００２２】
　不織布シートに適用される用語“機械方向”は、機械コンベヤの進行方向を指す。不織
布シートに関する用語“横方向”は、機械方向に対し垂直な方向を指す。
【００２３】
　ハイブリッド不織布構造の第１機能層１０１はスパンボンド、スパンメルト、スパンレ
ース、スパンブロー、湿式、乾式、またはこの技術の組み合わせもしくは他の技術、また
は他の適切な不織布技術によるような、当該技術分野で公知の不織布技術を用いて形成さ
れた伸長性不織布であってもよい。
【００２４】
　伸長性不織布シート１０１は合成熱可塑性繊維を含んでよい。伸長性不織布シートは、
シートを伸長可能か拡張可能か細長くなるように形成される。“伸長性のある”または“
伸長可能な”、という用語は、少なくとも１０％、より好ましくは２５％、より好ましく
は５０％、より好ましくは１００％、より好ましくは１５０％、より好ましくは２００％
、または、より好ましくは２００％以上、元の未伸長の寸法よりも大きい寸法（例えば、
幅）に対し、垂直方向に伸長することができる伸縮力の適用性における素材の意味の中で
使用される。いくつかの適した合成または熱可塑性繊維は、不織布層またはシートを形成
するために使用されてよい。不織布構造の第２機能層１０２は、例えばラテックスなどの
合成もしくは天然のエラストマーまたはポリマーによって実質的に形成されうる第１層の
回復性を可能にする形状保持素材によって形成されてよい。第２機能層は、個々の液滴、
相互接続した液滴、フィルム、有孔フィルム、繊維、スレッド、フレーク、いくつかのこ
れらの組み合わせ、または本願で定義されるような望ましい特性となる他の形態から形成
されてよい。第２層は、繊維、ワイヤー、フレーク、ビット、またはこれらの組み合わせ
の形態の天然または合成のエラストマーの再生粒子をも含んでよい。
【００２５】
　吹き付け、インジェクション、押し出し加工、ラミネーション、コーティング、ブラッ
シング、縫製、または他の適した当技術分野で公知の方法などによる製造の過程を通して
、第２機能層１０２は、第１機能層の中に埋め込まれるか、または第１機能層の上に塗布
されてよい。
【００２６】
　結合、併合、溶解、または第２機能層を第１機能層と埋め込むことの結果として、ハイ
ブリッド形成保持不織布シートは高い伸縮性と回復特性を備えて形成される。
【００２７】
　２つの機能層１０１、１０２は、パターンに応じて、重なって、一方が他方の中に、重
ならないで隣り合って、重なりあって隣り合って、ランダムに混ざって、マトリックス状
の中に、またはこれらの組み合わせによるような様々な方法で組み合わされたり、関連付



(6) JP 2014-501857 A 2014.1.23

10

20

30

40

50

けられたりされうる。ハイブリッド不織布形状保持シート１００は、吸水性物品、別のシ
ート、または別の望ましい物などの他の素材と接続されたり、これに取り付けられたり、
埋め込まれたりされうる。
【００２８】
　一実施形態では、形成保持不織布構造１００の膨張または伸長は、より柔軟性を可能に
する特定の向きまたはパターンにおける回転ドラム、カレンダー、モールド、またはコン
ベアなどの動く表面の上に熱可塑性繊維を適用することにより達成される。可能な熱可塑
性繊維のパターンの一例は、図１、図２、および図７に示したように基本的な平行配列で
ある。別の実施形態では、可能な熱可塑性繊維配列は、渦状形状である。
【００２９】
　可能な熱可塑性繊維配列のさらに別の実施形態では、図３と４で示したように正弦波パ
ターンである。図３および図４においては、第２機能層１０２は、エラストマーポリマー
であってよい液滴１０２を含んでよい。矢印が不織布配列の伸長方向を示している。可能
な熱可塑性繊維配列のいくつかの組み合わせも可能である。
【００３０】
　図５および図６は、２つの機能層１０１，１０２を有する不織布シートの別の実施形態
を示している。第１機能層１０１は、シート上で適用された伸縮力の結果として、伸長が
可能になる切断、切り込み、または開口１０３を含んでよい。
【００３１】
　図７は配置方向に沿って２つの接続点を有する略平行方向に配置された２つの繊維Ａお
よびＢを示している。図７は、配置方向１１に沿って非伸長性質と垂直方向２２における
伸長特性を実証する。
【００３２】
　さらに別の実施形態では、完成した不織布シートの上に幾何学的構造を形成することに
よって伸長は達成される。例えば、シートの中に切断、切り込みまたは開口を形成するこ
とにより、幾何学的構造が形成されうる。図８および図９に示すように、シートの伸長ま
たは延びを可能にする切断方向に対して垂直方向で、シートに伸縮力が適用される。図８
は、緩和位置において、切断３４を備えた不織布シート３３を示しており、図９は、伸長
を可能にするための切断３６を変形させる伸長方向３５のシートに適用される伸縮力を備
えた不織布シート３３を示している。
【００３３】
　２つの機能層は、追加された伸長性不織布シートおよび／または追加されたエラストマ
ー層などの第３層と組み合わされてよい。２つの離れた層は伸長性不織布層であり、中間
層は形状保持弾力的機能層である。このような追加された層は同一もしくは異なる、材料
または幾何学的パターンから形成されてもよい。
【００３４】
　本願におけるハイブリッド形状保持不織布シート１００は、綿繊維、ルーズビスコース
繊維、紙繊維、ビットもしくはフレーク、ファー、セルロースベースの繊維、または肌に
触れたときに快適で心地よい、その他の繊維などの紡織繊維からなる１層または２層の外
部表面層をさらに含む。紡織繊維は、フロック加工、プレス加工などの適切な方法により
、ハイブリッド不織布形状保持シートの表面に適用される。
【００３５】
　様々な材料による様々な組み合わせの使用は、弾性、弾力性、伸縮性、回復性、生分解
性、外見、感触、そして省コストなどの性質の多様化を可能にする。
【００３６】
　ハイブリッド形状保持不織布シート１００は、望ましい幾何学的パターンが形成される
ように、真空、櫛状マニプレータまたは制御された方法の中の動く表面の上に繊維を設置
させる、その他の適した手段によって、機械の動く表面（コンベアベルト、ドラム等）に
置かれている間、繊維の配列パターンを定義する繊維ガイダンスシステムを含むいくつか
の適した修正形態を備えた不織布の形成を現存の機械を用いて実施されてもよい。これは
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、繊維を動く表面上にランダムに配置する現在の技術とは対照的である。別の例では、オ
ンラインまたはオフラインの装置が、少なくとも１つの不織布製シートの中の切断の形成
と、少なくとも１つのエラストマー繊維に適用するのに適している。ノズル、ブラシ、ラ
ミネーター、針、またはその他の適当な手段などの弾力性エラストマー適用システムが追
加されてよい。
【００３７】
　本願の特定の特徴および実施形態を、本明細書で詳細に説明してきたが、本願は全ての
修正および改良を包含していることが理解されるべきである。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】

【図９】
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